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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 14,243 △4.5 △199 ― △194 ― △243 ―

22年3月期第2四半期 14,908 △15.9 201 547.2 183 302.0 149 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △12.66 ―

22年3月期第2四半期 7.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 43,990 38,668 86.0 1,969.23
22年3月期 45,416 39,921 85.9 2,030.68

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  37,844百万円 22年3月期  39,025百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00

23年3月期 ― 10.00

23年3月期 
（予想）

― 15.00 25.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
平成23年３月期通期の業績予想の修正につきましては、本日（平成22年11月５日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,240 1.8 400 △41.7 450 △37.6 75 △86.7 3.90



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手 
   続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引 
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・ 平成22年５月10日付「平成22年３月期決算短信」で公表いたしました平成23年３月期通期の業績予想を修正しております。詳細につきましては、 
  本日（平成22年11月５日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
・ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい 
  ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意 
  事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「(3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は【添付資料】Ｐ.５ 「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 20,674,128株 22年3月期  20,674,128株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,456,253株 22年3月期  1,456,202株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 19,217,894株 22年3月期2Q 19,218,282株
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平成22年４月１日から９月30日までの６ヵ月間（以下、当第２四半期）のわが国の経済は、企業収益

におきましては世界経済の回復や国内外の緊急経済対策の政策効果などにより改善が続き、景気の自律

的回復に向けた動きが見られる一方、失業率が引き続き高水準にあるなど厳しい状況となりました。 

 当社グループを取り巻く環境におきましては、雇用情勢や所得環境等が依然として厳しいことから、

日本国内の住宅販売は回復の兆しが見られるものの新設住宅着工戸数は低調に推移し、先行き不透明な

状況が続きました。 

このような状況の中で、当社グループはお客様のニーズに応えるべく、新製品の開発と積極的な営業

活動を展開して業績の向上に努めてまいりました。 

当第２四半期の連結の経営成績は、売上高142億４千３百万円（前年同四半期比4.5％減）と前年同四

半期を下回りました。また利益面につきましては、コストダウンに努めましたが減収による影響が大き

く、営業損失は１億９千９百万円（前年同四半期は営業利益２億１百万円）、経常損失は１億９千４百

万円（前年同四半期は経常利益１億８千３百万円）、四半期純損失は２億４千３百万円（前年同四半期

は四半期純利益１億４千９百万円）となりました。 

個別の経営成績につきましては、売上高は130億３千２百万円（前年同四半期比3.9％減）、営業損失

は４億１千５百万円（前年同四半期は営業損失１億１千４百万円）、経常損失は４億１千３百万円（前

年同四半期は経常損失８千４百万円）、四半期純損失は３億２千万円（前年同四半期は四半期純損失１

億７百万円）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

① 日本 

国内の住宅市場におきましては、各種経済対策などが追い風となり、持ち直しの兆しが見受けられ

ましたが、依然として低水準で推移いたしました。 

当第２四半期の日本における販売状況は、テレビインターホン機器につきましては、新築集合住宅

市場の低迷による影響で集合住宅システムの売上が減少いたしました。この結果、売上高は77億１千

万円（前年同四半期比6.9％減）となりました。 

一方、ケアインターホン機器につきましては、高齢者施設への納入と既設病院等へのリニューアル

活動を積極的に展開したことによりナースコールシステムの売上が増加いたしました。この結果、売

上高は16億１千３百万円（同19.5％増）となりました。 

これらの結果、売上高は130億３千２百万円（同3.9％減）、営業損失は４億１千５百万円（前年同

四半期は営業損失１億１千４百万円）と減収減益となりました。 

② 米国 

米国におきましては、セキュリティニーズに対応した“ＡＸシステム”やカラーテレビドアホン

“ＪＫシリーズ”の販売が順調に推移した結果、売上高は16億５千１百万円（前年同四半期比2.3％

増）、営業利益は８千４百万円（同32.0％増）と増収増益となりました。 

③ 欧州 

 欧州におきましては、集合住宅向け“ＧＨシステム”と戸建住宅向け“ＪＫシリーズ”の販売が順

調に推移し、売上高は現地通貨レベルでは増加したものの、円換算した結果、売上高は12億４千１百

万円（前年同四半期比4.5％減）と減収となりました。しかしながら、販売促進費等の経費減少によ

り営業利益は５千８百万円（同22.7％増）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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④ タイ 

タイにおきましては、日本への売上が減少したことにより、売上高は26億６千９百万円（前年同四

半期比11.2％減）、営業損失は４千４百万円（前年同四半期は営業利益３千２百万円）となりまし

た。 

⑤ その他 

香港におきましては、日本とタイへの売上が増加しました。また、ベトナムにおきましては、昨今

の業績状況を勘案し、稼動を当面の間、延期しております。 

これらの結果、その他の地域におきましては、売上高は２億３千５百万円（前年同四半期比27.1％

増）、営業損失は１千５百万円（前年同四半期は営業損失２千８百万円）となりました。 

  

当第２四半期末における総資産は439億９千万円（前期末454億１千６百万円）となり14億２千６百万

円減少いたしました。これは主に、有価証券が２億３百万円増加したものの、現金及び預金が４億６千

７百万円減少、受取手形及び売掛金が４億８千５百万円減少、投資有価証券が５億３千４百万円減少し

たことによるものであります。 

負債は53億２千２百万円（前期末54億９千５百万円）となり１億７千２百万円減少いたしました。こ

れは主に、買掛金が２億７千４百万円増加したものの、未払法人税等が２億３百万円減少、未払費用が

２億４千７百万円減少したことによるものであります。 

純資産は386億６千８百万円（前期末399億２千１百万円）となり12億５千３百万円減少いたしまし

た。これは主に、利益剰余金が５億３千１百万円減少、その他有価証券評価差額金が２億２千１百万円

減少、為替換算調整勘定が４億１千３百万円減少したことによるものであります。 

  

当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は151億９千５百万円

となり、前期末と比較して３億５千１百万円の減少となりました。 

  

 当第２四半期におけるキャッシュ・フローは次のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失３億８千万円となり、売上債権の

減少３億５千万円、仕入債務等の増加３億４千９百万円などにより４億４千１百万円の収入となりまし

た。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入４億９百万円、有価証券の償還に

よる収入３億円があったものの、定期預金の預入による支出４億９百万円や公社債等を中心とした投資

有価証券の取得による支出４億２千万円などにより１億８千万円の支出となりました。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、当社の配当金支払額２億８千８百万円などにより２億９千９

百万円の支出となりました。 

  

 今後の見通しにつきましては、国内の住宅販売や新設住宅着工戸数は緩やかに回復に向かうものと思

われますが、新築住宅市場の急速な回復は期待できない状況にあります。当社といたしましては、リニ

ューアル市場への営業強化により売上高の拡大を図るとともにケア市場での受注活動を強化してまいり

ます。海外においては、円高の影響が見込まれるものの、北米市場で好評な“ＩＰネットワーク対応テ

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(キャッシュ・フローの状況）

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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レビドアホンシステム”や欧州市場の集合住宅向け“ＧＨシステム”など地域のニーズに対応した商品

の販売により売上高の拡大を図ってまいります。 

しかしながら、当社を取り巻く環境は引き続き不透明であるとともに、当第２四半期で発生した有価

証券評価損の影響等を勘案し、平成22年５月10日付「平成22年３月期決算短信」にて公表いたしました

平成23年３月期通期の業績予想を修正しております。詳細につきましては、平成22年11月５日に公表い

たしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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該当事項はありません。 

  

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

② 税金費用 

税金費用については、主に当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法によっております。 

 ただし、税金等調整前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

なお、法人税等調整額は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。 

  

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日)を適用しております。 

 これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。

② 四半期連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用により、当第２四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,824 14,292

受取手形及び売掛金 7,021 7,507

有価証券 2,724 2,520

製品 2,708 2,875

仕掛品 1,446 1,208

原材料 1,803 1,939

繰延税金資産 861 680

その他 172 340

貸倒引当金 △84 △101

流動資産合計 30,477 31,264

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,335 5,347

減価償却累計額 △3,530 △3,464

建物及び構築物（純額） 1,805 1,882

機械装置及び運搬具 1,089 1,122

減価償却累計額 △793 △777

機械装置及び運搬具（純額） 296 345

工具、器具及び備品 5,567 5,647

減価償却累計額 △5,103 △5,080

工具、器具及び備品（純額） 464 566

土地 2,458 2,466

リース資産 53 53

減価償却累計額 △20 △14

リース資産（純額） 33 39

建設仮勘定 2 12

有形固定資産合計 5,060 5,312

無形固定資産   

その他 0 0

無形固定資産合計 0 0

投資その他の資産   

投資有価証券 7,228 7,762

繰延税金資産 570 418

その他 664 659

貸倒引当金 △10 △1

投資その他の資産合計 8,452 8,839

固定資産合計 13,513 14,152

資産合計 43,990 45,416
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,252 977

リース債務 15 15

未払法人税等 30 233

製品保証引当金 209 196

その他 2,197 2,500

流動負債合計 3,705 3,924

固定負債   

リース債務 30 38

繰延税金負債 1 1

再評価に係る繰延税金負債 157 157

退職給付引当金 383 346

資産除去債務 17 －

その他 1,026 1,026

固定負債合計 1,617 1,571

負債合計 5,322 5,495

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,388 5,388

資本剰余金 5,383 5,383

利益剰余金 32,416 32,947

自己株式 △2,475 △2,475

株主資本合計 40,712 41,244

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 243 464

繰延ヘッジ損益 △14 －

土地再評価差額金 △2,371 △2,371

為替換算調整勘定 △725 △312

評価・換算差額等合計 △2,868 △2,218

少数株主持分 823 896

純資産合計 38,668 39,921

負債純資産合計 43,990 45,416
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 14,908 14,243

売上原価 8,759 8,341

売上総利益 6,149 5,902

販売費及び一般管理費 5,947 6,102

営業利益又は営業損失（△） 201 △199

営業外収益   

受取利息 33 29

受取配当金 52 53

受取家賃 18 20

受託開発収入 52 23

その他 16 19

営業外収益合計 172 146

営業外費用   

支払利息 3 3

売上割引 84 75

為替差損 50 38

受託開発費用 27 3

その他 23 20

営業外費用合計 190 141

経常利益又は経常損失（△） 183 △194

特別利益   

固定資産売却益 1 0

貸倒引当金戻入額 － 4

特別利益合計 1 5

特別損失   

固定資産売却損 － 3

固定資産除却損 4 1

投資有価証券評価損 41 171

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13

特別損失合計 46 190

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

138 △380

法人税、住民税及び事業税 △28 △161

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △218

少数株主利益 17 24

四半期純利益又は四半期純損失（△） 149 △243
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

138 △380

減価償却費 281 269

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 △4

未払費用の増減額（△は減少） △185 △204

退職給付引当金の増減額（△は減少） △60 40

製品保証引当金の増減額（△は減少） △60 13

受取利息 △33 △29

受取配当金 △52 △53

為替差損益（△は益） △10 2

支払利息 3 3

投資有価証券評価損益（△は益） 41 171

有形固定資産売却損益（△は益） △1 3

有形固定資産除却損 4 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13

売上債権の増減額（△は増加） 1,632 350

たな卸資産の増減額（△は増加） 701 △67

仕入債務の増減額（△は減少） △268 349

その他 △100 122

小計 2,006 601

利息及び配当金の受取額 86 81

利息の支払額 △3 △3

法人税等の支払額 △60 △237

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,028 441

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △428 △409

定期預金の払戻による収入 420 409

有価証券の償還による収入 500 300

有形固定資産の取得による支出 △244 △68

有形固定資産の売却による収入 1 0

投資有価証券の取得による支出 △558 △420

投資有価証券の売却による収入 13 7

その他 1 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △294 △180

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △7 △7

配当金の支払額 △192 △288

少数株主への配当金の支払額 △4 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △204 △299

現金及び現金同等物に係る換算差額 △227 △313

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,301 △351

現金及び現金同等物の期首残高 13,051 15,547

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,352 15,195
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

当社及び連結子会社は、電気通信機器を製造・販売する単一の事業分野において営業活動を行って

おりますので、事業の種類別セグメント情報は作成しておりません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

(単位：百万円)

 
(注) １ 国または地域の区分の方法……地理的近接度によっております。 

２ その他の地域に属する主な国または地域……ベルギー、フランス、中国(香港)、ベトナム 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

(単位：百万円) 

 
(注) １ 国または地域の区分の方法……地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国または地域 

 (1) 北米………………北米、カナダ 

 (2) その他の地域……ベルギー、フランス、ドイツ、中国、オーストラリア、サウジアラビア、チリ 

３ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高の合計額 

  (ただし、連結会社間の内部売上高を除く)であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 米国 タイ
その他の
地域

計
消去又は 
全社

連結

売上高

(1) 外部顧客に 
  対する売上高

11,994 1,613 ― 1,300 14,908 ― 14,908

(2) セグメント間の内
  部売上高又は振替高

1,572 0 3,005 185 4,764 (4,764) ―

計 13,567 1,614 3,005 1,485 19,673 (4,764) 14,908

営業利益（又は営業損
失)

△114 63 32 19 1 200 201

【海外売上高】

北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高 1,613 1,858 3,472

Ⅱ 連結売上高 ― ― 14,908

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

10.8 12.5 23.3
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１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入

手可能であり、取締役会・経営会議が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検

討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、電気通信機器を製造・販売する単一事業分野にて営業活動を行っており、国内に

おいては当社が、海外では、タイにおいてアイホンコミュニケーションズ(タイランド)が製品の生産

を行い、中国において愛峰香港が製品や加工部品等の委託生産を行っております。また、北米におい

てアイホンコーポレーションが、欧州においてアイホンＳ.Ａ.Ｓ.が販売しております。これらの現

地法人はそれぞれの独立した経営単位であり、取り扱う製品(部品)について各地域の包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。したがって、当社は、製造(又は仕入)・販売体制を基礎とし

た地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「米国」、「欧州」及び「タイ」の４つを報

告セグメントとしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、香港及びベトナムの現地

法人の事業活動を含んでいます。 

但し、ベトナムにおいては海外生産を拡大するためにインターホンをはじめとする電気通信機器の製

造を目的とする100％出資の生産子会社を平成19年10月に設立いたしましたが、昨今の業績状況を勘

案し、稼動を当面の間、延期いたしております。具体的な稼動時期につきましては、市場動向を見極

めながら判断してまいります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

(追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

【セグメント情報】

(単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額

四半期連結
損益計算書

上額

日本 米国 欧州 タイ 計 (注)1 (注)2 (注)3

売上高

 
外部顧客への売
上高

11,355 1,645 1,241 － 14,243 － 14,243 － 14,243

 
セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,676 5 － 2,669 4,352 235 4,587 △4,587 －

計 13,032 1,651 1,241 2,669 18,595 235 18,831 △4,587 14,243

セグメント 
利益又は損失(△)

△415 84 58 △44 △316 △15 △331 131 △199
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該当事項はありません。 

  

(単位：百万円) 

 
(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

品目別販売状況 (連結)

品   目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成22年４月１日 
  至  平成22年９月30日)

一般インターホン機器 1,754 1,601

セキュリティインターホン機器 1,108 896

テレビインターホン機器 8,959 8,254

ケアインターホン機器 1,374 1,633

情報通信機器 372 311

その他機器 1,340 1,545

合 計 14,908 14,243
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